
考えられた。また呼吸数が加圧終了時に増加したの

は，タンク内に収容され高気圧環境へ変化して緊張状

態になったことによるものではと考えられ，その後は

心拍数と同様に減少したのではと考えられた。さらに

減圧開始時・治療後の血圧上昇はタンク内の環境変

化，特に温度の低下により末梢血管抵抗が上昇した

代償ではないかと考えられた。

【結語】

BARAMOによりHBO中の生体情報の変化はどの

工程でも有意に発生することがわかり，治療中の生体

情報のモニタリングは有用で常時行う必要があり，今

後もより安全な治療に努めてゆきたい。
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【はじめに】

当院は高気圧酸素治療（HBO）を1965年11月から

開始し，第1種装置2台（中村鐵工所製：NHC-230）

にて運用している。当初は酸素加圧であったが，2011

年10月に空気加圧に変更し1），2013年10月には病院の

新棟移設に伴い小池メディカル社製高気圧治療モニタ

HBOM-2100（BARAMO）を設置し，より安全に配慮

した治療を実施している。

【目的】

BARAMOにて測定できる心拍数（心電図），呼吸

数，非観血式血圧からHBOによる生体情報変化を治

療前と各治療工程で比較・検討したので報告する。

【対象】

2013年10月から2015年3月までにHBOを実施した

全98症例（総回数：1035回）で，主な疾患は突発性難

聴および化膿性脊椎炎などである。1症例の実施回数

は最大42回（平均10回）で年齢は16歳から90歳，性

別は男性47名，女性51名であった。

【方法】

BARAMOで心拍数，呼吸数および血圧を治療前・

加圧終了時・保圧中・減圧開始時・治療後の計5回

測定し，治療前からの変化をt検定で比較・検討して

P<0.05を有意とした。

【結果】

今回の統計上では治療前と比較すると心拍数はど

の治療工程でも減少していた（表1）。呼吸数は加圧

終了時にかけて増加し，治療後には減少していた（表

2）。血圧は減圧開始時と治療後で収縮期および拡張

期ともに上昇していた（表3）。

【考察】

心拍数の減少はHBOの酸素供給によるものではと

表1　心拍数測定・比較結果

表2　呼吸数測定・比較結果

表3　血圧測定・比較結果
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